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奈 良 大 学 に お け るe-learningシ ス テ ム の構 築 と実 践

社会学部 正 司 哲朗

1.は じめ に

近 年 、 高等教 育 機 関 に お いて、 コー スマ ネ ー ジメ ン トシス テム(CMS)や ラーニ ング

マ ネー ジメ ン トシス テ ム(LMS)な ど、e-1earningシ ステ ム の開 発1)2)が 盛 ん に進 め ら

れて い る。e-1earningシ ス テム は、 イ ンター ネ ッ トを利 用 して教 育用教 材 の配信 が 行 われ

る もので あ り、 シス テムに は受 講者 の学 習履 歴情 報 が蓄積 され る。 これ らの情報 は、教材

改善 や教育効 果 を向上 させ るた めに役立 って い る。最 近 で は、 携帯 端 末 の発達 によ り、携

帯 電話 な どの モバ イル機器 か らで も学 習 が行 え るよ うにな って い る。 また、 高等 教育 機 関

だ けで はな く、企 業 に おいて も、社 員研 修 や技術 力 向Lの ため に、e-learningシ ステ ムを

導 入 して い る と ころ も多 い。2007年 時点 にお け るe-learningの 実 態 調 査 で は、 約25%の

企 業、学 校 が実施 して い る。 現 在で は、 さ らに多 くの企業 や学 校 が導 入 して い ると予 想 さ

れ る。

e-1earningシ ス テムを利 用す る利点 は、 時 間や空 間 の制約 な しに学 習 で き、受 講者 の学

習履 歴情報 が蓄積 され、受講 者 と講師 の問 で手 軽 に コ ミュニ ケー シ ョンが で き る点 にあ る。

また、視覚 的 に分 か りやす い講義 映像 や解 説 映像等 の様 々な映 像教材 が提 供 で きる点 にあ

る。

奈良 大学 で は、 平成21年 度 か ら本格 的 にe-learningシ ステ ムを導 入 して い る。 本 稿 で

は、 シス テ ムの構築 事 例 を述 べ る と と もに、実 際 の授 業 でe-learningシ ステ ム を利 用 し

た ときの学 習状 況 につ いて報 告す る。 また、講 義映 像 の 自動 撮影 方法 につ いて述 べ、 さ ら

に本学 にお いてe-learningシ ステ ムの 普及 に向 けて、 全学 的 な統 合 認証 シス テ ムの導 入

を検討 す る。

II.e-learningシ ス テ ム の 構 築

1.e-learningシ ス テ ム の 機 能

e-learningシ ス テ ム は、 商 用 ソ フ トウ ェ ア や オ ー プ ン ソ ー ス等 、 様 々 な もの が 存 在 す る。

商 用 ソ フ トウ ェ ア で 最 も有 名 な もの の1っ に、BlackboardLearningSystemが あ る。

ま た、 オ ープ ンソ フ トウ ェア で有 名 な もの の1っ にMoodleが あ る。BlackboardLearning

System;)は 、2005年 にBlackBoard社 とWebCT社 が 合 併 し、 各 社 が 開 発 して い たCMS

を 統 合 した も の で あ る。 ま た 、MoodleDは1999年 か ら 開 発 が 始 ま り、 開 発 者 の1人 は

WebCTの 元 管 理 者 で あ る。Moodleは 現 在 も頻 繁 に バ ー ジ ョ ンア ップ が 行 わ れ て い る。

ま た世 界 中 の 研 究 者 が 様 々 な機 能 を 開 発 して お り、 機 能 拡 張 が 日 々行 わ れ て い る。

BlackboardLearningSystemCEとMoodleの2種 類 の 機 能 を 比 較 し た 結 果 を 表1

に示 す。 比 較 す る機 能 の項 目 は以 下 の 通 りで あ る。
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● オ ープ ンソース

ソ フ トウ ェアが無 償 で提 供 され、 ソー ス コー ドも公 開 されて い る。

● 導入 コス ト

上記 の オ ープ ンソー ス と も関連 す るが 、CMSを 導 入す る ときの コス トで あ る。

● フ ォー ラム ・掲 示板

フ ォー ラム ・掲 示板 は、 受講 者、 講 師が 自由に書 き込 め る電 了掲 示板 で あ る。

● ホ ワイ トボー ド

受講 者 間で共有 で きる情 報空 間 で あ り、実 際 の ホ ワイ トボ ー ドの よ うに書 き込 み、情 報

を共有 す る ことが で きる。

● チ ャッ ト

テキ ス トベー スで リア ル タイム に会話 をす る こ とがで き る。

● メール

CMS内 で電了 メールが利 用で きる。

● カ レ ンダー

講 義 の実施 日や レポー トの提 出 日な ど、 予定 を書 き込 む ことがで きる。

● テス ト

選 択 問題 や書 き込 み問題 を作成 す る ことが で き、 自動 採点 もす る こ とがで きる。

●学 生 トラ ッキ ング

受 講者 の学 習履 歴 を管理 す るこ とがで きる。

●外部認 証

LDAP認 証 やCAS認 証 な ど、 外部 の認 証 システ ムの 利 用が可 能 で あ る。 認証 に関 し

て は、IV章 で詳 しく述 べ る。

・SCORIVI

SCORMと は、SharableContentObjectReferenceModelの 略 で、 教材 コ ンテ ンツ

の世 界標準 規格 で あ る。SCORM準 拠 の教 材 を作成 す る ことに よ り、一 般 的 なCMSで あ

れ ば、 教材 の互換 性 を保 っ ことが で き る。

●対応 ブ ラウザ

CMSが 対 応 して い る ブ ラウザ の種類 で あ る。

● デ ー タベ ー ス

CMSが 対 応 して い るデ ー タベー スの種類 で あ る。

● 多言 語対 応

英語 、 日本語 以外 の言 語 に対応 す るこ とがで きる。

●Windowsサ ーバ

CMSサ ーバのOSと して、Windowsに 対 応 して い る。

●Unixサ ーバ

CMSサ ーバのOSと して、Linuxな どのUnixに 対 応 して い る。
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表1BlackBoardLearningSYstemCEとMoodleの 機 能 比 較

機能

BlackboardLearning

SystemCE

6.1(WebCT)

Moodle1.9

オ ー プ ン ソー ス X(Java) O(PHP)

導 入 コ ス ト 大 小

フ ォー ラ ム ・掲 示 板 0 0

ホ ワイ トボ ー ド 0 △

チ ャ ッ ト 0 O

メ ・一 ル 0 O

、

カ レン ダ ー 0 0

テ ス ト 0 0

学 生 トラ ッキ ング 0 O

外部認証 CAS,LDAP LDAP

SCORM対 応 1.2 1.2.2004

対応 ブ ラ ウザ IE,Mozilla,Firefox IE,Mozilla,Firefox

、

デ ー タ ベ ー ス Oracle,MSSQLserver Oracle,MySQL,PostgreSQL

多言語対応 0 O

Windowsサ.___バ 0 0

Unixサ ー バ 0 0

表1に 示す よ うに、一・般 的 な授 業 で利 用 す る機 能 は、BlackboardLearningSystem

CEとMoodleで は違 いは少 ない。表内で△ は、標準 機能 と してはないが、 サー ドパ ーテ ィー

か ら開発 され て い る。 ただ し、Moodleは 大 規模 で利 用 す るに は適 さ ないが、 サ ーバ を複

数 利 用す る ことで、1台 当 りの負荷 を減 らす ことが可能 とな り、45000以 上 の受 講者 に対

応 す る こ とが で き る。 ま た、BlackboardLearningSystemCEは 、 商 用 ソ フ トウ ェ ア

で あ るた め、 年 間 ライセ ンス料 金 が登録 者数 に応 じて発生 す るが、 サ ポー トな どが 充実 し

て い る。

2.本 学 にお けるe-learningシ ステム の導入

本 学 にe-1earningシ ステ ム を導 入 す る際、 どの よ うなCMSが 最 も適 して い るか 検討

す る必要 が あ る。 本学 で は、表1の 機 能比 較 に基づ いて、 商用 ソ フ トウ ェアであ るBlack

boardLearningSystemCEと 同等 の機 能 を もっ オ ープ ンソー スのMoodleを 導 入 した。

そ の理 由 は、Moodleは 大規 模 で利 用す るに は適 さないが 、本 学 の学 生 と教 員 全体 を含 め
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て も4000人 未満 で あ るた め、 本学 で は十 分対 応 で きる と考 え られ るか らであ る。

平成21年4月 か ら図1の よ うなe-learningシ ステ ム を試験 的 に稼 動 させ、 前 期 の段 階

で は7コ ースを開設 して い る。現 在、 開設 されて い る コース名 と担 当教員 を表2に 示 す。

ま た、 図2に 実際 にe-1earningシ ステ ムを利 用 した実 習 の様 子 を示す。

次 に、e-learningシ ス テ ムを利 用 して行 った講義 や実 習 の ア クセス履歴 を分 析 した結 果

につ いて述 べ る。
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図1e-learningシ ス テム(Moodle)の 画 面

表2登 録 され て い る コー ス と授 業 担 当 者 一 覧

コー ス名(講 義名) 授業担 当者

情報学応用実習1 社会学部現代社会学科 正司、西脇

マル チ メデ イア論 社会学部現代社会学科 正司

ネ ッ トワー ク基礎 論 社会学部現代社会学科 正司

情報学演習1 社会学部現代社会学科 正司

情報 学演 習III 社会学部現代社会学科 正司

社会 学演 習1(五) 社会学部現代社会学科 松川

津風 呂プ ロジェ ク ト 地域連携教育研究センター

図2e-learningを 活 用 した 実 習 授 業 の 様 子
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3.ア クセ ス履歴 の分 析

表2に 示す コースの うち、 マルチ メデ ィア論、 ネ ッ トワー ク基礎 論、情 報学応 用実 習1、

情 報学演 習1に 関 して、 アクセ ス履 歴 を分析 す る。 こ こで は、 ア クセ ス履歴 か ら以下 の情

報 を抽 出 し分 析 を行 う。

●学 内 ・学外 か らの ネ ッ トワー クア クセス の割 合

● コース上 に掲載 して い るコ ンテ ンツを講義 資料 閲覧、 レポー ト課題 閲覧、 レポ ー ト提 出、

コース閲覧、 プ ログ閲覧、 掲示 板閲 覧、 掲示 板書 き込 み、 その他 に分類 し、 各 コ ンテ ン

ツに対 す るア クセ スの割 合

以 下 に、2009年7月18日 時点 に おいて、 ア クセ ス履歴 を分析 した結 果 を示 す。

1)マ ル チ メデ ィア論

マルチ メデ ィア論 の コー スに ア クセス した件数 は1996件 あ った。 その うち、学 外 か らの

ア クセス は20%、 学 内か らの ア クセス は80%で あ った。 ま た、 各 コ ンテ ンッの割 合 を調べ

た結 果 を図3に 示 す。

図3マ ル チメデ ィア論 コー スにお けるコンテ ンツアクセスの割合

2)ネ ッ トワー ク基礎論

ネ ッ トワー ク基礎 論 の コース にア クセス した件数 は2337件 あ った。 その うち、学 外 か ら

の アクセ スは17%、 学 内か らの アクセ ス は83%で あ った。 また、 各 コ ンテ ンッの割 合 を調

べ た結果 を図4に 示 す。
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図4ネ ッ トワー ク基礎論 コー スにおける コンテ ンツア クセ スの割合

3)情 報学 応用 実習1

情 報学 応用実 習1の コース に アクセ ス した件 数 は2754件 あ った。 そ の うち、学 外 か らの

ア クセス は20%、 学 内か らの ア クセス は80%で あ った。 また、 各 コ ンテ ンッの割合 を調 べ

た結果 を図5に 示 す。

レポート課題

提 出

4%

講 義資料閲覧

12%

掲 示 板閲覧
4%

レポート課題閲

覧

21%

図5情 報学応用実習1コ ー スにお ける コンテンツアクセ スの割合

4)情 報学 演習1

情報 学演 習1の コース にア クセ ス した件数 は1827件 あ った。 その うち、学 外 か らの ア ク

セス は40%、 学 内 か らの ア クセス は60%で あ った。 また、各 コ ンテ ンッの割 合 を調 べ た結

果 を図6に 示 す。
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図6情 報学演習1コ ースにおけるコ ンテ ンツアクセスの割合

上記 の4っ の コー スを調 べ た結果 、 マ ルチ メデ ィア論 、 ネ ッ トワー ク基礎 論 、情報 学応

用実習1の3っ の コースに関 して は、学 内 ・学外 か らの ア クセス状 況、 お よび コ ンテ ンッ

アクセ スの割 合 はほぼ等 しい ことがわ か る。 この理 由 は様 々な ことが考 え られ るが、 その

1っ と して、3っ の コース は、社 会学 部 の2年 生 以上 を対 象 と した講義 ・実 習 で あ り、受

講 して い る受 講生 はか な り重 複 して い る。 この ため、 各受 講生 の学 習 ス タイル に個人差 が

あ る ものの、講 義 が異 な った場合 で も各受 講生 のス タイル に変化 が ない ためで あ る。

一方
、情 報学 演習1の コー スに関 して は、社 会学 部 の3年 生 を対象 と したゼ ミ演 習 で あ

り、学 内 ・学外 か らの ア クセ ス状 況 は、 他 の3っ の コー ス とは違 い学 外 か らの ア クセスが

多 い。 また、 コース閲覧 、 お よび講義 資料 の閲覧 の割合 も他 の3っ の コースに比べ て多 い。

この演 習 は他 の講 義 や実習 と異 な り、 プ ログ ラ ミング教育 を中心 に行 って い る。 プ ログ ラ

ミング教育 は、 ゼ ミ演 習 時間以 外 に も多 くの学習 時 間が必 要 とな るため、受 講者 は 自宅 な

ど学外 で も積 極 的 に 自習 して い る ことがわ か る。

以上 の ことか ら、e-learningシ ス テムを導入 す る ことで、学 内 ・学外 か らで も利用 で き

る学 習環 境 を提 供 す るこ とがで きるた め、 受講 者 の学 習意 欲 の向上 につ なが る ことが 分か

る。

しか しな が ら、 現 在 のe-learningシ ス テム は、 講義 資料 や レポー ト課 題 、 実 習教 材 な

ど はすべ て テキ ス トで あ るため、 講義 ・実 習 を欠席 した学生 に と って は、 理解 しづ らい教

材 で あ る。 この ため、 実 際 の講 義 や実 習 を記 録 し、 それ をe-learningシ ス テ ムの教 材 と

して利 用 す る ことで、 この問題 を改善 させ る ことが で きる。

次 に、講義 ・実習 の 自動 撮影 を 目的 と した講義 ア ーカ イ ブ シス テムの構築 方法 につ いて

述 べ る。

皿.講 義 アー カイ ブ シ ステ ム の構築

1.講 義 アー カイブ

大学 で行 われ て い る講 義 の情報 を0般 に広 く公 開す る試 み は、2001年 にマサ チ ューセ ッ
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ッ⊥科 人学(MIT)の オー プ ンコー ス ウ ェア(OCW)5)か ら始 ま った。MITのOCWで

は全授 業 の教 材 をWeb-Lに 無 料 で 公開 す る ことを 目標 と して い る。 この流 れ は、 口本 の

人 学 に も広 が り、2004年 には人 阪大学 、 京 都大 学 の、慶 応義 塾人 学、 東京 工業 大学 、東 京

人学 、早 稲 田大学 の6大 学 にお いて、OCWの 活動 が始 ま り、現 在 もOCWに 参加 す る大

学 が増 えっっ あ る。

OCWで 公 開 され てい る授業 関連資料 は、授業 の配布 資料、 シラバ ス、講義 映像 な ど様 々

な ものが あ る。 最近 で は、視覚 的 な訴 求力 の高 さか ら、講 義 映像 や解説 映像 等、 様 々な映

像 コ ンテ ンツが利用 され る ことが 多 くな った。 この よ うに、 人学 にお け る一 斉型 講義 を映

像化 す る試 みが国 内外 の大学 で行 われ て いる。 講義 映像 を撮 影 す る方法 には大 き く分 けて、

以下 の2種 類 の方法 が あ る。

1.モ バ イル型

講義 中 の講 師を手動 で撮 影 し、講 義 中 に提 示 され た ス ライ ドを保 存 して、 時 間同期 し

た画面 を受講者 に視 聴 させ るD。

2.大 規 模型

講義 の様 子 を手 動 で記録 す る作業 は人的 な負担 が人 き く、 また、講義 室 で は講 師 だ け

で はな く、受 講者 もその表情 や仕草 に由来す る情報 を発信 して い るこ とか ら、受講者

の映像 も記 録 す る方 法8四 で あ る。 この よ うな映 像 は授 業 改善 な どに役立 っ ことが期

待 され る。

上記1.の 方 法 は、 ど こで も講義 アー カ イブがで きる反面、 受講 者 の様子 を撮影 す る こ

とが で きな いため、学 習教 材 の 自動 生成 は可 能 で あ るが、 講義 状況 まで を記録 す る ことは

難 しい。 また、上 記2.の 方 法で は、 上記1.の 問題 を解 決 す るた め、 複数 の カメ ラを利

用 して、講 師、受 講者 の様 子 を撮影 し、 ス ライ ドと同期 させ て記録 して い る。 しか しなが

ら、 規模 が大 き くな り、 様 々な講義 室 において柔 軟 に対 応す る ことが で きな い とい う問題

が あ る。

さ らに両 者 の システムで は、一・斉型講 義 を対 象 と した アー カイ ブで あ り、 実習 を伴 う授

業 に は対 応で きない。一 方 で、大学 の授 業 で はな いが、料 浬 アー カイ ブ システ ムが提 案 さ

れ て い るlo)。これ は、複 数 の カ メ ラや セ ンサ ーを利 用 して、調 理動 作 を記録 し、 認識 す る

ことで、調 理者 を支援 す る 目的 で構築 され た もの で あ る。

本 研究 で 目標 とす るの は、 モバ イル型 と大規 模型 の 中間 に位置 す る講義 アー カイ ブ シス

テ ムで あ る。 従来 の講義 ア ーカ イブ システ ムは一斉 型講 義 を対象 と した もの が多 いが、本

研究 で は、講義 と実 習 の両方 に対 応 で きる複 合型講 義 アー カイ ブ システム を提 案す る。

2.複 合 型講 義 アー カイ ブ システム の概要

本研究 で は、講義 と実 習 の両方 に対応 で きる講義 アー カ イブ シス テムの構築 を 目指す。

こ こで対 象 とす る実習 は コ ンピュー タを利用 したプ ログ ラ ミング実習 で あ る。 この実習 で

は、 ホ ワイ トボー ドとス ライ ドを利 用 して、 アル ゴ リズムな どの説 明 を一 斉型 講義 形式 で

行 い、 そ の後 、受 講者 は各端 末 にお いてプ ログ ラ ミング実習 を行 うとい うス タイルの もの

一40



「奈良 大学 情 報 処 ∫ll!セン ター 年 報No.20」

で あ る。 本研 究 で は、 このよ うな実習 ス タイルを 対象 と した講義 アー カイ ブ システ ムの構

築 を提案 す る。 以下 に、 講 師、受 講者 、講 義 ス ライ ド、受 講者 の端 末情 報 の 各記 録方 法 に

っ いて述 べ る。

●講 師 と受講 者 の記 録

講 師 と受講 者 の撮 影 は、雲 台付 カ メ ラを利 用 して行 う。 ま た、 講 師の 音声 は、 ワイヤ レ

スマイ クを利 用 して記録 す る。講 師 の立 ち位置 と、 受講 者 の座席 位置 は、 ほぼ一 定 で あ る

環 境 の場 合、 雲台 付 カメ ラを利 用 し、 カ メ ラを 自動 的 に動 かす ことで、任 意 の場所 を撮影

す る ことが可 能 で あ る。

●講義 ス ライ ドの記 録

講 師が利 用す るス ライ ドは、 講師 が ス ライ ドを切 り替 え た際 に、 時間情 報 とと もに表 示

され て いる ス ライ ドを画像 で記録 して お く。 このよ うに時 間情報 を記 録 して お くことで 、

講 師 や受 講者 を撮 影 した映 像 とス ライ ドの同期 が簡 単に実現 で きる。

●受講者 の端 末情報

受講者 が使 用 して い る端 末 の状 況 を記録 す るため に、 本研 究 で は、 定期 的 に端末 の画面

全体 を記 録 す る とと もに、 そ の と きの時 間情報 を記 録 して お く。 さ らに受 講者 の入力作 業

状 況 を記 録 す るため に、特定 の アプ リケ ー シ ョンのみ、 キー ボー ド、 マ ウスの入力情 報 も

時間情報 とと もに記録 してお く。 この よ うに、 画面 全体 と入力情 報 を記録 してお くことに

よ り、講 師 は受講者 が どの よ うな ところで戸惑 って い るのか を後で把 握 す る ことがで き、

さ らに、受講 者 は自分 の操 作履 歴 を見 なが ら、 復習 す る ことが で き る とい う利 点 が あ る。

3.講 義映像 の配 信

1.映 像記録 形式

撮 影 した映像 をe-learningシ ス テムで 利 用 で きるた め に は、 映像 を ス トリー ミング配

信で きる形式 に変 換 す る必要 が あ る。 変換 す る形式 は、Rea1形 式 、WMV形 式 、FLASH

形 式 な ど、様 々な ものが存在 す るが、近 年、 注]を 浴 びて きたの は、FLASH形 式 であ る。

現 在 、YouTubeな どの映像 配 信 サ ー ビスが、 全 世界 的 に広 が って お り、OCWに お いて

も映 像配 信 に はYouTubeを 利 用 して い る大学 が 多 く、FLASH形 式 が ス トリー ミング配

信 の標準 に な りっっ あ る。 またFLASHは イ ン タラ クテ ィブな コ ンテ ンツ映 像 も作 成 す

る ことがで きるた め、e-1earningシ ステ ムの教 材 と親和 性 も高 い。 このた め、 本研究 にお

いて もFLASH形 式 を採 用 す る。

2.映 像配信 システム

イ ンター ネ ッ トを通 じて、FLASH映 像 を配 信 す るた め には、 ス トリー ミングサ ーバ が

必 要 で あ る。一 般 的 に、FLASH映 像 を配 信す るた め には、AdobeFlashMediaServer

が必 要 とな るが、 商用 ソフ トウェアであ るため導 入 コ ス トがか か る。 そ こで、 本研究 で は、

FLASH映 像 を配 信 す る機能 を持 っ オ ープ ンソー スのRed511)を 利 用 して、 ス トリー ミン

グサ ーバ を構築 す る。Red5はJavaで 書 か れ た ソフ トウ ェアで あ り、OSに 依存 しない
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ため、WindowsやMacOS、Linuxな ど、 様 々 なOS上 で動作 可能 で あ る。

3.講 義 アー カイ ブの実 験 と結果

表3に 、 本実 験 で使用 した講義 アー カイ ブの実験 環境 を示 し、 図7に システ ム構成 図 を

示す。

表3講 義 アーカイブの実験環境

用途 仕様

撮影用PC WindowsXPメ モ リ1GBCPU3.4GHz

講師用PC WindowsXPメ モ リ2GBCPU1.2GHz

撮 影 カメラ
AXIS213PTZ

AXIS213CMコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン モ ジ ュ ー ル

音声 デ ジタル ワイヤ レスマイ クシステ ムHM-W300

講義映像記録ディスク ネ ッ ト ワ ー ク ハ ー ドデ ィ ス ク1TB

映 像 キャプチャボー ド IODATAGV-VCP3R/PCI

映像記録形式

WindowsMediaVideo形 式 ビ デ オ サ イ ズ640×480

ビ ッ ト レ ー ト2083kbps

オ ー デ ィ オ ビ ッ ト レー ト48kHz

ス ト リ ー ミ ン グ サ ー バ
WindowsVistaメ モ リ2GBCPU2.3GHz

ス ト リ ー ミ ン グ ソ フ トRed5

実習用PC WindowsXPメ モ リ512MBCPU2.8GHz10台

講獅 用PC(ス ライ ド提示用)

腰
ネ ッ トワー ク

ノ＼一 ドデ イ ス ク

響 一

ネ ッ トワークハ ブ
1

嫡

嫡

雲台付カメラ

嚇＼

O

σ ㌧ 一一

ワイ ヤ レス マ イ ク

ー 一 一 オーディオ信号

ネットワーク

ー 一 ビデオ信号

i
曳

撮影用PCス トリー ミング

サーバ

図7講 義 アーカイブ システムの構成図

実習用PC

e-earning

サ ー バ

一42一



「奈良大学情報処理セ ンター年報No.20」

講義 映像 を記 録 した形式 は、WindowsMediaVideo(WMV)形 式 で あ るた め、 記 録

した映像 を イ ンター一ネ ッ トで配信 す るた め には、FLASH形 式 に変更 す る必 要 が あ る。 こ

こで は、WMV形 式 か らFLASH形 式 に変 換 で き る フ リー ソフ トFreeVideoConvert12)

を利用 した。 図8にe-learningシ ス テムか ら、 ス トリー ミング配 信 され た講義 映像 を表

示 させ た様 子 を示 す。 この よ うな映像 をe-learningシ ステ ム内 で利 用 す る こ とで、 受 講

者 が欠席 した場 合 で も、 講義 資料 と と もに講義 映像 を復 習 用教 材 と して利用 可能 で あ り、

また、 何度 も分 か らない と ころを見 る ことが で き るため、教 育効 果 の 向上 が期待 で きる。

　 ル　 　　 D　 ゆWincesツ ぬ　 ヘルプゆジ

o勘 魂 》 越 盧 轟 ∫〉輪 ☆ 枷 」1り{養齢 ・廓 窺 滋 ㌦'m鍛 墨
驚臓囎m〃e一 ㎞a甥C麻!蘭o鵡b翻a』ん1卵伽儲糟

繊ペー 域 ●インタ鵠勅卜

図8講 義 アー カイブ映像(2009年6月23日 情報学演習1)

4.講 義 ア ーカ イ ブの課題

本研 究で は、講 義 アーカ イ ブは、 講 師や受 講者 の映像以 外 に も、 ス ライ ド画 像 や受講者

の端末 画像、 およ び受 講者 のキ ーボ ー ド、 マ ウス入 力 も記 録 して い る。 ス ライ ド画像 や受

講 者 の端 末 画 像 はFLASHに 変 換 す る こ とで、 配 信 サ ーバ を利 用 して、e-1earningシ ス

テ ム内で表示 され る ことが可 能 で あ る。0方 、 受 講者 のキ ー ボー ド、 マ ウス入 力 の記 録情

報 はテキ ス ト情 報 で あ り、講 義 映像、 ス ライ ド映 像 と合 わせ て、 どのよ うに表示 す れ ばよ

いか は今 後 の検 討課 題 で あ る。

rv.e-learningシ ステ ム の普 及 に 向 け て

1.統 合認 証 システム

本 学 にお いてe-learningシ ステ ム を普 及 させ るた め の1っ の方 法 と して、 統 合認 証 シ

ステ ムを利用 す る ことが 考 え られ る。 統 合認 証 システ ムを利 用 す る こ とで、 ユ ーザIDと

パ ス ワー ドを一 元管 理 す る こ とが で き るた め、 受 講 者 は、 大 学 内外 か らで も同 じユ ー ザ

IDと パ ス ワ ー ドを利 用 す る こ とが で き る。 また、 教 務 シス テ ム と連 携 させ る こ とで、

e-learningの コース開設 が容易 にな り、 コース ご とに手動 で受講 者 を登録 す る必要 が な く

一43一



「奈良人学情報処理センター年報No.20」

な り、 受 講 者 は、 履 修 登 録 と 同 時 にe-1earningシ ス テ ム を利 用 す る こ とが 可 能 と な る。

統 合 認 証 方 法 と して2種 類 あ る。1っ は 、 ユ ー ザID、 パ ス ワ ー ドの 入 力 を一 度 す るだ

けで 、 多 種 の シ ス テ ムが 利 用 で き る もの で あ り、 シ ング ル サ イ ンオ ン と呼 ば れ る シス テ ム

で あ る13)。 も う1っ は、 同 じユ ー ザID、 パ ス ワ ー ドを利 用 して 、 多 種 の シ ス テ ム を利 用

で き る もの で あ る。

現 在 、 本 学 の教 育 シ ス テ ム の 多 くは 、PDC(フoラ イ マ リ ドメ イ ン コ ン トロ ー ラ)を 利

用 した ユ ーザ 認 証 を 行 って い る。PDCは 、WindowsNTに よ り管 理 され る ネ ッ トワ ー ク

(ド メ イ ン)で 、 ユ ー ザ や セ キ ュ リテ ィに 関 す る情 報 を 管 理 し、 ユ ー ザ 認 証 を 行 う サ ーバ

で あ る。 一一般 的 に は、WindowsServer2003も し くは2008上 で動 作 す るActiveDirectory

を 利 用 す る。 さ らに 、WindowsServer上 にMicrosoftLDAP(Posix準 拠)を 載 せ る

こと も可 能 で あ る。LDAP(LightweightDirectoryAccessProtoco1)と は、 ネ ッ トワー

ク を利 用 す る ユ ー ザ の 情 報 を 管 理 す るサ ー ビス で あ り、 オ ー プ ンソ ー ス を利 用 した シ ス テ

ム の 多 くで 採 用 さ れ て い る認 証 シ ス テ ム で あ る。

2.本 学 に お け る認 証 シ ス テ ム

本 学 に お け る認 証 シ ス テ ム の 導 入 状 況 は 、 表4の 通 りで あ る。 現 状 で は 、 各 部 署 が 独 立

して 、 認 証 シ ス テ ム を導 入 して い る た め 、 利 用 す る学 生 、 教 員 、 職 員 は、 各 シ ス テ ム に お

い て 、 個 別 の ユ ー ザIDと パ ス ワ ー ドを持 っ 必 要 が あ り、 ユ ー ザID、 パ ス ワ ー ドを 忘、れ 、

利 用 す る こ とが で き な い と い った 状 況 が 頻 繁 に起 こ る と い う問 題 が 生 じ る。

表4本 学 に お け る認 証 シス テム の導 入 状 況

部署 認 証 システ ム

社会学部 ActiveDirectory

情報 処理セ ン ター ActiveDirectory

情 報 処 理 セ ン ター

e-learningシ ス テ ム
独 立管理(LDAP対 応 可)

通信教育部 LDAP

図書館 独 自管理(LDAP対 応 可)

教務課 ActiveDirectory

3.本 学 にお け る統 合認 証 システム の検証

上述 の よ うな状況 を改 善 させ るため に、 本学 にお いて統 合認証 システムを導 入す る こと

が里 ま しく、 そ の実 現性 を検 証 す る。 図9に 検 証 を行 った環境 を示 す。

社 会学 部統合 認 証検証 サー バWindowsServer2003ActiveDirectory+LDAP

i

i

i

図書館 システムl
i

WindowsVista端 末

i

i

i

e-learningシ ス テ ムl
i

WindowsXP端 末

図書館 情報処理センター 社会学部内

図9統 合認証 システムの検証環境
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今回 の検証 で は、教 務 システ ム、通 信教 育 部 は セキ ュ リテ ィ等 の関係 上、 除外 して い る

が、 教務課 はActiveDirectory、 通信 教育 部 はLDAPを 利 用 して認 証 を行 って い るため、

図9の 環境 で検証 で きれば、教務 課、 お よび通 信教 育部 も同様 に利用 で きる と考 え られ る。

表5は 、 図9の 環境 にお いて統 合認証 システ ムの検 証 を行 った結果 で あ る。 この表か ら分

か るよ うに、未 検証 の通 信教 育部 、教 務課 以外 の認 証 は可能 で あ るこ とが わか る。

表5統 合認証 システムの検証結果

部署 検証結果

社会学部 0

情 報処理 セ ン ター 0

情 報 処 理 セ ン ター

e-1earningシ ス テ ム

0

通信教育部 未検証

図書館 0

教務課 未検証

4.本 学 にお ける統合認 証 システム の構築 方 法 と検 討

こ こで は、 学 内の統 合認証 システ ムの構 築方 法 につ いて検討 す る。本 学 で は教 育系 ネ ッ

トワー ク、事 務系 ネ ッ トワー クの2っ が 存在 し、 セキ ュ リテ ィの観 点 か ら教 育系 と事務 系

問の ネ ッ トワー ク通 信 は行 え ない よ うにな って い る。 この ため、 ネ ッ トワー クの管理方 針

な どを再検 討 す る必 要 が あ るが、 学生 の個 人情 報 の漏 洩 を防 ぐた め に、 各部署 で必 要 な情

報 のみ参照 で きるよ うな シス テ ムを構 築 す る こ とが望 ま しい。

特 に、社 会学 部 、情報 処理 セ ンター、 通信 教育 部、 図書 館 は、学 生 の 名前、 ユ ーザID、

パ ス ワー ド等 、 シス テムを利 用す る以外 の情報 は不必 要 で あ る。 この こ とを踏 まえた上 で、

図10に 示 す よ うな統 合認 証 システ ムの提案 を行 う。

統合認証用

サーバ(新 設)

同期 統合認証用

サーバ

同期 統合認証用

サーバ

7
教務システム 図書館

システム

情報処理センター e-learning

シ ス テ ム

社会学部

一事務系ネ ッ トワー ク L

教 育系 ネ ッ トワー ク

図10学 内統合認証 システムの構築例

図10で は、既設 の認 証 用 サーバ を利用 しっっ、 事務 系 で新 た に認 証 サ ーバ を導 入 し、 こ

れ らのサ ーバ間 で同期 させ る ことを考 えて い る。 この よ うに、 事務 系 と教育 系 ネ ッ トワー
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クを分離 させ る こ とで、両 者 の住 み分 けが 明確 に な ると と もに、事 務系 が利 用す る情報 と

教 育 系が利 用す る情報 を分 離 す る こ とがで きるので、 セキ ュ リテ ィの 向上 が期待 で きる。

また、 利用 者 はどの端 末 を利 用 して も、 ユ ーザIDと パ ス ワー ドは同 じで あ り、 どの端

末か らで もパ スワー ドを変 更 す る こ とが 可能 で あ る。 この ため、学 内 にお ける教 育 システ

ムの利便性 を さ らに向 ヒさせ る ことが 期待 で きる。

V.お わ りに

本稿 で は、 本学 にお け るe-learningシ ステ ムの構 築 事 例 につ いて述 べ 、 現在 、 利 用 さ

れ て い るコー スの ア クセ ス履 歴 を分析 した結果 、e-1earningシ ステムが学 内 ・学 外 か ら利

用 され、 有効 的 に機能 して い る ことが確認 で きた。

また、 さ らな る教 育効 果 の向 ヒを 目指 し、 講義 アー カイ ブ システ ムの構 築方 法 につ いて

述 べ た。 構築 した講義 アー カイ ブ システ ムは、 講義 と実 習(プ ロ グラ ミング教 育)の 両方

に対 応 で き る もので あ り、 従来 の講義 ア ーカ イ ブ システム とは異 な る。 今後 は、本 稿 で提

案 した講義 アー カイ ブコ ンテ ンッ とe-1earningシ ステム との統 合 を 目指 す。

さ らに、e-1earningシ ステムの普 及 を[]指 し、 全学 的 な統 合認 証 シス テムの提案 を行 っ

た。本 学 に お いて、統 合 認証 システ ムを導 入す る ことで、受 講者 は1っ のユ ーザIDと パ

スワー ドを使 って、e-learningシ ステムを 含め た全 ての教 育 システ ムに ア クセスで きるた

め、 システ ムの利 便性 を向上 させ る ことが期 待 で き る。

今後 の予定 は、 前期 の試 験 的 な運 用 を踏 まえ た上 で、後 期 に は全学展 開 を行 う。 全学 展

開 を行 うた め に、 後 期 に は本 学 にお いてe-1earningシ ス テ ムの概要 説 明 や操 作 方 法 を含

め た教 員 向 けの講 習 会 を数 回 にわ た り予 定 して い る。
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